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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成23年4月21日(2011.4.21)

【公開番号】特開2009-253616(P2009-253616A)
【公開日】平成21年10月29日(2009.10.29)
【年通号数】公開・登録公報2009-043
【出願番号】特願2008-98353(P2008-98353)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   9/07     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   9/07    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ 101:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月8日(2011.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の色の光を検出する第一の光電変換素子と、第二の色の光を検出する第二の光電変
換素子と、第三の色の光を検出する第三の光電変換素子と、光の輝度成分を検出する第四
の光電変換素子とを含む固体撮像素子を有する撮像装置であって、
　生成すべきカラー画像データを構成する画素データの座標位置に、前記第一の光電変換
素子から得られる信号、前記第二の光電変換素子から得られる信号、前記第三の光電変換
素子から得られる信号、及び前記第四の光電変換素子から得られる信号のうち、少なくと
も前記第一の光電変換素子から得られる信号、前記第二の光電変換素子から得られる信号
、及び前記第三の光電変換素子から得られる信号を用いて、Ｒ（赤色）成分の信号と、Ｇ
（緑色）成分の信号と、Ｂ（青色）成分の信号とを生成するＲＧＢ信号生成手段と、
　前記座標位置に生成された前記Ｒ成分の信号、前記Ｇ成分の信号、及び前記Ｂ成分の信
号から前記座標位置に対応する色差信号を生成する色差信号生成手段と、
　前記座標位置に、前記第四の光電変換素子から得られる信号を用いて、前記座標位置に
対応する色差信号の補正用の輝度成分の信号を生成する補正用輝度信号生成手段と、
　前記第一の光電変換素子から得られる信号、前記第二の光電変換素子から得られる信号
、前記第三の光電変換素子から得られる信号、及び前記第四の光電変換素子から得られる
信号のうち、少なくとも前記第一の光電変換素子から得られる信号、前記第二の光電変換
素子から得られる信号、及び前記第三の光電変換素子から得られる信号と、前記座標位置
に生成された前記補正用の輝度成分の信号とに基づいて、前記座標位置に対応する色差信
号を補正する色差信号補正手段とを備え、
　前記色差信号補正手段が、前記ＲＧＢ信号生成手段によって前記座標位置に生成された
前記Ｒ成分の信号、前記Ｇ成分の信号、及び前記Ｂ成分の信号と、前記座標位置に生成さ
れた前記補正用の輝度成分の信号とを用いて、前記座標位置に対応する色差信号を補正す
る撮像装置。
【請求項２】
　第一の色の光を検出する第一の光電変換素子と、第二の色の光を検出する第二の光電変
換素子と、第三の色の光を検出する第三の光電変換素子と、光の輝度成分を検出する第四
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の光電変換素子とを含む固体撮像素子を有する撮像装置であって、
　生成すべきカラー画像データを構成する画素データの座標位置に、前記第一の光電変換
素子から得られる信号、前記第二の光電変換素子から得られる信号、前記第三の光電変換
素子から得られる信号、及び前記第四の光電変換素子から得られる信号のうち、少なくと
も前記第一の光電変換素子から得られる信号、前記第二の光電変換素子から得られる信号
、及び前記第三の光電変換素子から得られる信号を用いて、Ｒ（赤色）成分の信号と、Ｇ
（緑色）成分の信号と、Ｂ（青色）成分の信号とを生成するＲＧＢ信号生成手段と、
　前記座標位置に生成された前記Ｒ成分の信号、前記Ｇ成分の信号、及び前記Ｂ成分の信
号から前記座標位置に対応する色差信号を生成する色差信号生成手段と、
　前記座標位置に、前記第四の光電変換素子から得られる信号を用いて、前記座標位置に
対応する色差信号の補正用の輝度成分の信号を生成する補正用輝度信号生成手段と、
　前記第一の光電変換素子から得られる信号、前記第二の光電変換素子から得られる信号
、前記第三の光電変換素子から得られる信号、及び前記第四の光電変換素子から得られる
信号のうち、少なくとも前記第一の光電変換素子から得られる信号、前記第二の光電変換
素子から得られる信号、及び前記第三の光電変換素子から得られる信号と、前記座標位置
に生成された前記補正用の輝度成分の信号とに基づいて、前記座標位置に対応する色差信
号を補正する色差信号補正手段とを備え、
　前記色差信号補正手段が、前記第一の光電変換素子から得られる信号、前記第二の光電
変換素子から得られる信号、前記第三の光電変換素子から得られる信号、及び前記第四の
光電変換素子から得られる信号のうち、少なくとも前記第一の光電変換素子から得られる
信号、前記第二の光電変換素子から得られる信号、及び前記第三の光電変換素子から得ら
れる信号を用いて、前記ＲＧＢ信号生成手段とは別の方法で、前記座標位置に前記色差信
号の補正用の前記Ｒ成分の信号、前記Ｇ成分の信号、及び前記Ｂ成分の信号を生成し、前
記補正用の前記Ｒ成分の信号、前記Ｇ成分の信号、及び前記Ｂ成分の信号と、前記補正用
の輝度成分の信号とを用いて、前記色差信号を補正する撮像装置。
【請求項３】
　請求項１記載の撮像装置であって、
　前記色差信号補正手段が、前記色差信号に補正係数を乗じて補正後の色差信号を求める
乗算手段と、前記補正係数を演算する補正係数演算手段とで構成され、
　前記補正係数演算手段が、前記補正係数をＫとして、次の式、
　Ｋ＝Ｗ／（α×Ｒ＋β×Ｇ＋γ×Ｂ＋δ）
　Ｗ：前記座標位置に生成された前記補正用の輝度成分の信号
　Ｒ：前記座標位置に生成された前記Ｒ成分の信号
　Ｇ：前記座標位置に生成された前記Ｇ成分の信号
　Ｂ：前記座標位置に生成された前記Ｂ成分の信号
　α，β，γ，δ：前記第四の光電変換素子の分光特性を、前記第一の光電変換素子、前
記第二の光電変換素子、及び前記第三の光電変換素子の各々の分光特性の積和で近似した
ときに、その近似した分光特性と前記第四の光電変換素子の分光特性との誤差が最小とな
るように決められた係数
　により前記補正係数を演算する撮像装置。
【請求項４】
　請求項２記載の撮像装置であって、
　前記色差信号補正手段が、前記色差信号に補正係数を乗じて補正後の色差信号を求める
乗算手段と、前記補正係数を演算する補正係数演算手段とで構成され、
　前記補正係数演算手段が、前記補正係数をＫとして、次の式、
　Ｋ＝Ｗ／（α×Ｒ＋β×Ｇ＋γ×Ｂ＋δ）
　Ｗ：前記座標位置に生成された前記補正用の輝度成分の信号
　Ｒ：前記座標位置に生成された前記補正用のＲ成分の信号
　Ｇ：前記座標位置に生成された前記補正用のＧ成分の信号
　Ｂ：前記座標位置に生成された前記補正用のＢ成分の信号
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　α，β，γ，δ：前記第四の光電変換素子の分光特性を、前記第一の光電変換素子、前
記第二の光電変換素子、及び前記第三の光電変換素子の各々の分光特性の積和で近似した
ときに、その近似した分光特性と前記第四の光電変換素子の分光特性との誤差が最小とな
るように決められた係数
　により前記補正係数を演算する撮像装置。
【請求項５】
　請求項３又は４記載の撮像装置であって、
　前記補正係数演算手段が、演算の結果、前記Ｋの値が“１”より大きかった場合、前記
Ｋの値を“１”にクリップする撮像装置。
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